
（別紙３）

～ 令和7年　3月20日

（対象者数） 20名 （回答者数） 17名

～ 令和7年　3月10日

（対象者数） 6名 （回答者数） 6名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 利用者主体の会議を開催し、ニーズの把握に努めています

2
視覚的ツールを用いた活動や、ロールプレイングの実

施を行っています

3 定期的な申送り、会議等の継続を行います

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
地域資源の活用と環境整備を行っていきたいと考えて

います

2
事前の下校時間の把握と利用者との時間調整をうまく

行えるよう工夫したいと考えています

3
地域資源の活用、地域との交流の場を設けたいと思い

ます

○事業所名 はばたき教室

○保護者評価実施期間
令和7年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

令和7年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　3月　11日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

地域・他事業所との交流が行えていません
利用者のニーズを優先し、事業所としてのイベント等を

増やしたため、参加できていませんでした

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

雨天時でも運動ができる場所の提供が出来ていません
雨天時のぬかるみ等で怪我の恐れがあるため、外活動を

提供できていません

送迎に伴う負担を感じています
下校時間のバラつきや送迎先が複数あるため、利用者負

担が生じています

様々なイベントを行っています。 利用者が楽しめるイベントの提供を行っています

利用者のニーズに沿った領域プログラムを提供していま

す
発達に合わせ、分かりやすいプログラムで行っています

関係機関との連携を図っています 保護者の困り感、ニーズ等の情報共有を行っています

事業所における自己評価総括表公表


